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lntracolonial Polyethism in Parapolybia indica (Hymenoptera, Vespidae) I. 

Behaviour and its Change in the Foundress and Worker Wasps in Relation 

to Colony Development 

Masaaki SurnuRA、MasanoriSEKu1MA and Makoto MATsuuRA 

前2報24)26)において箪者らはホソアシナガパチ Para-

Zybia indica SAUSSUREの管巣習性及び生活史節の基

礎的な生態に関する知見を報告した。本報では 1977~

1981年の調在で明らかとなった本種の創設女王と働き蜂

の諸活動について，とくにコロニーの発逹に関述した両

カーストの行動とその変化をとり扱った。

アシナガバチ亜科の成虫の活動に関しては， Polistes

屈の創設女王の日周活動18)19)33) や，両カースト間の分

業31) に関する報告があるが， ホソアシナガバチ属につ

いてはこれまで岩11J8l の営巣行動の記録があるにすぎ

ず，未知の点が多い。本研究では創設女王の示す個々の

活動内容だけでなく，働き蜂の羽化にともなうカースト

間の分業の形成過程に注日し観察を行なった。

調査方法

調在地は前2報24)26) と同様， rli: 市の北東に位置する

大里川北町の山林内である。まず創設女王の桔本的な行

動を分析するため，巣内と巣外の活動に大別し，前者は

さらに造巣活動，営巣活動，育児活動，産卵活動及びそ

の他に， 後者はそれぞれ巣材， 肉団子及び液状物の採

昭和57年10月30日受理
＊日本産アシナガバチ亜科ハチ類の生態学的研究.III 
* Biological Studies on the Polis tine Wasps in.Japan III. 
＊＊名古屋市熱田区大宝3丁目13-7
＊＊＊佐久市巾込447.千久水社内

集，幼虫の沢塊及び雨滴節の投棄及びその他に区別した

(Table 1)。またコロニーの発逹にともなう創設女玉の行

動の変化の調在に際して，巣の発達段階を次の 5期に区

分した。すなわち，幼虫の孵化前（第 I期），最初の幼

虫の孵化後より肉質給餌を必要とする 3令以上の幼虫の

出現前まで（第 IH期）， 3令以上の幼虫の出現後営繭

前まで（第 II-2期），‘営繭後最初の働き蜂の羽化前まで

（第 III期），働き蜂の羽化以後（第 IV期）で，各時期

について1976~1981年の間にそれぞれ3~6回にわたり計

21回 (Table2参照）の日周活動調在を行なった。観察

は調牡地内で発見した巣 No.7701, No. 7710, No. 7802, 

No. 7811, No. 7812, No. 7908, No. 7911, No. 7919, No. 

8001, No. 8002, No. 8106について原則として侮皿 4~5

時頃から午後 7~7時半頃まで継続観察を行なった。各

行動は野帳上に開始。終了時刻を記号化して記録してい

き，前述の行動の分類にもとづいてそれぞれの継続時間

を調在・集計した。活動の日変化はこれら諸活動に費や

す時間を 1時間ごとにまとめ， コロニーの発逹にともな

う活動の時期的変化は前述の巣の発逹期別に観察時間数

に占める割合で示した。働き蜂の羽化後は創設女王の行

動を中心とした終日観察の他，創設女王が死亡するまで

の間， 働き蜂の外役頻度について 1~5日おきに 1日当

り2~7時間の随時観察を行なった。なお， 終日観察の

際は巣付近の気温及び照度啄の気象条件を30分ごとに測

定した。
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Table I. Classification of daily activities in foundress of Parapolybia indica. 

,-Initiation of cell 

-Nest 
construction 

Elongation of cell 

Biting off cell 

Pedicel reinforcement 

with egg 

with larva 

empty 

with egg 

with larva 

empty 

-Nesting site selection and disposition of pulp pellet 

-Nest inspection 

Coating of saliva 

Intranidal 
activities -1・ . Nest mamtenance 

Feeding 

Removal of meconium 

Coating of ant repellent 

Ventilation by fanning 

-Trophallaxis 

Offering food to larvae 

Cannibalism 

Ov1pos1t10n -
. . 1-Inspection of cells 
-Laying egg 

Self cleaning 

-Others 
Warning 

1-Collection of pulp pellet 

Collection of flesh pellet 
Extranidal 
activities -Collection of liquid diet (nectar or honeydew) 

Dumping of meconium 

-Others 

Insertion of antennae into cells 

Toutching antennae to pedicel or comb 

Walking 

on cell wall 

on pedicel 

on surface of cocoons 

Biting off comb background 

Drawing out a meconium 

Closing up the hole after drawing out 

Feeding with flesh pellet 

Feeding with liquid 

Disposition of flesh pellet 

Threatening 

Attacking against natural enemies 



ホソアシナガバチのコロニー内の分業I. 創設女王及び働き蜂の行動とその変化 29 

Table 2. Composition of nests at each observation in Parapolybia indica. 

Period* Nest no. Date 
Obs. 
time 
(min.) 
Eggs Larvae 
l st 2nd 3rd 4th 5th T. 

Co-
coons 
Empty 
cells 
Total 
cells 

II-I 

II-2 

III 

IV 

7911 

8002 

8106 

7701 

7908 

8002 

7911 

7908 

8002 

8106 

7710 

7802 

7812 

7908 

7911 

8001 

7710 

78ll 

7811 

7908 

7919 

May、19

May 23 

May 9 

May 23 

May 26 

May 29 

June 1 

June 9 

June 14 

June 4 

June 24 

June 2 

June 15 

June 24 

June 18 

June 7 

July 15 

July 9 

July 25 

July 7 

July 15 

840 

840 

750 

780 

840 

870 

870 

930 

900 

850 

800 

820 

870 

930 

930 

700 

840 

930 

900 

930 

930 

1
1
2
0
1
1
9
1
4
1
0
4
1
1
3
5
2
2
1
0
1
5
4
6
7
8
9
3
2
3
3
1
3
2
3
 

o

o

o

l

3

4

3

l

l

l

1

0

1

5

4

4

7

4

2

0

6

 

0
 0

0

0

0

0

 
6

2

3

4

3

2

1

3

ー

3

9

6

6

2

3

0
 0

0

0

 0

0

4

6

3

4

1

6

1

6

4

1

4

4

9

2

2

 

0

0

0

1

0

7

2

1

2

2

1

3

3

3

1

2

4

5

5

0

9

 

0

0

 0
 0
 0
 0
 0
 2
7
6
1
0
5
8
4
8
7
3
0
2
0
3
2
1
3
2
5
 

0
 0

0
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3
l
l
1
5
1
2
1
6
1
7
1
6
1
6
1
4
2
1
1
8
1
7
6
4
3
9
6
4
1
7
4
5
 

0

0

 0

0

0

0

0

0

0

0

 
1
1
1
8
6
7
3
2
9
1
9
2
2
2
1
3
 

0
ー

0

0

2

0

2

4

0

0

]

0

0

3

0

2

l

l

川
-

1

3

11 

21 

11 

11 

19 

21 

21 

27 

19 

22 

50 

27 

37 

34 

31 

29 

183 

91 

140 

33 

84 

* Period I, before the appearance of larvae; Period II-I, from the hatching of first larvae to the appearance 

of 3rd instar larvae; Period II-2, from the appearance of 3rd instar larvae to cocoon spinning; Period 

III, from the cocoon spinning to the emergence of first workers, and Period IV, thereafter to the emergence 

of first workers. 

結果及び考察

1. 創設女王の活動

(1) 巣内の活動

a. 造巣活動

DELEURANCE4lは Polistesgallicusの造巣活動を，巣

柄造り (Cpd),育房新築 (CC),育房壁拡張 (C,)の3つの

カテゴリーに分類した。ホソアシナガバチの場合もこれ

らの活動が観察されたが，巣柄造りに関しては巣柄のみ

でなく，巣の付府葉の葉柄上に巣材を塗布し補強する習

性も見られた24)。その他，繭表面上への巣材の塗布，巣

材のかみほぐし，造巣箇所の選択と点検，育房整のかじ

りとり等も含めた。 1個の巣材は原則として上記の 3活

動のうちの 1つにのみに使用されたが，それに先立って

巣材料を繭表面に塗布する行動が見られる場合もあった。

1個の巣材の処理に要する時間は平均 3分40秒 (1分10

秒~14分40秒， 11=85)であったが，巣柄造り (Fig.11), 

育房新築及び育房壁の拡張 (Fig.12)はそれぞれ平均

4分 57秒 (1分10秒~14分40秒， 11=16), 4分30秒

(3分2秒~6分30秒， n=5),及び3分17秒 (1分21秒

~8分00秒， n=64) で， 巣柄造りに若干時間がかかる

ようであった。また， DELEURANCE4)によれば，幼虫の

孵化前のアシナガバチの造巣活動は，女王自身の持つ内

的周期によって Cpd→CC→ c, をくり返すという。本
種の場合，幼虫孵化前の 3回の観察でははっきりした傾

向は見られなかったが，育房新築に関しては5回中4回

までが空房のない時に行なわれ，その日のうちに産卵さ

れたものが3回あった。 このことは本種の育房増築が

DELEURANCE'lのいう "Laregle des cellules libres" 

（空室の規則） に支配されていることを示唆している。
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なお，造巣習性に関する本種の特性として，巣の発逹に

ともない支柱に巣材を付加して板根状に拡展する習性が

ある2.l)。これは本種の営巣場所が風に対して不安定な葉

裏であるため，土台と巣柄との接府面積を増して巣の離

脱を避け得るように適応した結果と息われる。また本種

でよく見られた繭表面への巣材の不規則な斑状の塗布行

動はフタモンアシナガバチ（杉rill,未発表）や， Mischo-

cyttarus drewseni'>においても知られており，巣の防水

機能を付加するために役立っている可能性がある。

b. 営巣活動

ここに含めた活動には巣及び創設女王自身の個休維持

のための諸活動を含み，巣の点検，巣盤背面や支柱宵ヘ

の唾液塗布（コーティング），終令幼虫の排泄する災塊

の投棄，アリに対する忌避物質の塗布啄の他，女王自卦

が幼虫の分泌物を摂取する行動，すなわち栄義交換もこ

れに含めた。

点検活動は触角によって，支柱・巣盤背面などを打診

したり，卵や幼虫の状態を確認する行動である。これは

通常歩行しながら行なわれるが，点検をともなわない歩

行とは時間的な分離が困難であったため，ここでは区別

しなかった。また巣材や肉団子をくわえたまま行なわれ

る点検はそれぞれ造巣活動と育児活動に含めた。

コーティングは支柱，巣盤背而，繭表面等に唾液を塗

布してそれらを強化すると共に防水性を付与する機能を

持つものと思われる9)。本種の場合， 前述のように支柱

には巣材をつけ加えて徐々に拡張していくため，支柱に

対する唾液の塗布行動は頻繁には見られない。これに対

し枇棒状の支柱を持つコアシナガバチ33) 等の各種 Po-

lisles属や 1¥1ischocyttarusdrewseniでは頻繁に行なわ

れ，特に後者の場合はコロニーの発逹にともない支柱を

分泌物で何桓lも塗り固めるので，支柱の断面は本来の巣

材部分を芯として同心円状に分泌物の）習ができるとい

っ• 10) 

焚塊の投棄は日本廂アシナガバチ亜科の中では Para-

polybia l属と Ropa/idia属だけに見られる特異な習性

で13)' 成虫が老熟幼虫の党繭後に育房の底に排泄される

痰塊を巣盤背面に穴をあけて引き抜き，捨てる行動であ

る。これには巣盤背面のかじりとり，痰塊の引き抜き及

び引き抜いた後の育房の底部の穴を唾液腺分泌物と息わ

れる薄膜でふさぐ一辿の行動を含めたが，投棄のための

外出は巣外の活動とした。 この習性は巣の軽散化に役

立っていると考えられる。

アリに対する忌墜物府の塗布と息われる行動は，主に

支柱に対して腹端部の腹板をこすりつける行動である。

その動作は欧州旅のアシナガバチ類での報告28)と同様，

最初触角で支柱の点検を行なった後，腹部でそれを巻く

ように覆い，伸縮させて数秒rmこすりつけるものである。
これは忌避物質が腹端部の vander VECHT腺29) から分

泌されることと関係している。このようなこすりつけ行

動は多くの Polistes属（たとえば P.nimpha, P.gallicus, 

P.foederatus28i, コアシナガバチ，トガリフクモンアシナ

ガバチ33)(ただしYAMANE;はこの行動と忌避物質塗布と

の関係について述ぺていない）， 及び 1Wischocyttarus

drewseni0> においても知られている。本種の場合，この

行動の緞続時間は平均7.4秒 (l秒~25秒， n=166)で，

爪独常巣期では 1日当り 6~30回にわたって見られたが，

外出前の 1分以内に行なわれたものが全休の29.3形を占

めた。このことは巣を離れるに際して，アリに対する防

猥の必要性との関辿を示唆しているが，外出前に必ずし

もこの行動を示すとは限らなかった。また，働き蜂羽化

後の時期では創設女王自身によるこすりつけ行動が 1日

当り 0~41川観察されたにすぎず， 働き蜂によるものは

ほとんど見られなかった。

栄投交換は，幼虫の分泌する液状物を創設女王及び働

き蜂がflifとして摂取する行動である。 WHEELIJR32)は，こ

の行動を通して幼虫が成虫にとって栄投物の供給源とし

ての機能を持ち，カリバチ類の社会生活の発展上爪要な

怠義を持つものであると指摘している。

以上の行動の他，夏期の裔温時に育房内の冷却のため

翅をふるわせて換気する行動が見られたが，これらはほ

とんどが働き蜂によってなされ，女王自卦によるものは

少なかった。

C. 育児活動

この活動には幼虫に対する肉質物または液状物（花蜜，

樹液，甘露など野外で採集したものの他，肉烈物から吸

収した汁液も含む）の給側のみでなく，肉阿物のかみほ

ぐし (Fig.14)や給餌の際の幼虫との交似も含めた。そ

の他食卵，食幼虫の見られた巣もあったが，これらが最

終的に巣内の他の幼虫の食物として還元された場合は，

ここに含めた。

肉質物を幼虫に与える際には，創設女王が触角で各幼

虫室の育房墜をたたくが，この背は観察者にもはっきり

と1111き取られた。この時，女王は1J1i脚と大顎で肉塊をか

かえたまま頭部を浅く育房内に挿人した後，幼虫の日元
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に肉塊の小片をさし出すか，または与えないまま他の幼

虫の育房へ移動した。これは明らかに幼虫との間に何ら

かの伯号の交換をしているもので，給佃すべき幼虫を選

択している行動と息われた。このような成虫と幼虫間の

交伯は他のアシナガバチ類（たとえばフクモンアシナガ

バチ"l,セグロアシナガバチ35)) 及びスズメバチ類（た

とえばヒメスズメバチ12) : 中・後脚による Tapping)に

おいても知られている。また 1個の肉団子は平均して

7.1頭 (3~13頭， 11=12)の幼虫に給餌されたが， 1頭の

幼虫が 1日当りに給餌を受けるlill数は令期により偏りが

見られた。すなわち肉塊を給餌されたのは 3~5令の幼

虫であったが，これらの各令幼虫がすべて存在する巣に

おいては， 1日の幼虫 1頭当り給餌回数は 3令で0.32回，

4令で1.00回， 5令で1.62回と明らかに高令幼虫に偏煎

していた。創設女王は肉列物を給餌し終った後，肉団子

の処理の際に味艇内に吸収していた獲物の休液を 1~5

令の各令期の幼虫に分配したが，この場合には肉塊のよ

うに特定の令期への偏重は見られなかった。なお，獲物

の休液や他の液状物を幼虫に与える際，女王は腹節部を

縮めて搾り出すような行動を示すため，これによって幼

虫の分泌液を摂取する場合の栄投交換とは容易に区別が

可能であった。

d. 産卵活動

産卵はJji独党巣期には巣盤周緑の新育厨になされるこ

とが多かった (Fig.13)が，食卵・食幼虫の後の空室に

行なう場合も見られた。働き蜂の出現後はこれらが羽化

後の空房にも直ちに産卵が行なわれ，それに先立って育

房墜をかじりとり，育房を浅くする行動が見られた。新

築直後の育房及び周縁部の浅い育房に産卵する際には，

女王は第 1j]如節と第2腹節との間で腹部を鋭fLJに折り，

育房の天井を腹端部で探った後固定して育房の底の中央

部に卵を産付する (Fig.13)。これに対して，働き蜂羽化

後の育房のように比較的深い育房に産卵する際は1腹部を

ほぽ直角に折って挿人するが，その場合の卵の付着位骰

はほとんどが側墜上であった。なお， 1回の産卵に要す

る時間は腹端部が固定されてから卵が産みつけられるま

でで平均 3分46秒 (1分9秒~6分53秒， n=13)を要し

た。

e. その他

これまで述べた行動の他に，体の泊掃，外敵に対する

警戒などが観察された。体の消掃は造巣活動や給餌活動

などが一段落した後には必ず見られたが， 日中の静止時

に独立して見られることもあった。これには前脚により

触角，複眼，大顎，中胸背板等をこするもの，後脚によ

り腹部，翅部節をこするもの，前脚，後脚のこすり合わ

せ節があり， 継続時間は 2~3秒から 2分前後までさま

ざまであった。警戒は巣の近くを小昆虫が飛行した時な

どに見られ，翅を半IJ廿した状態で震動させ，同時に腹部

を伸縮させ，大顎を開いて咸噛の姿勢をとる行動である

が，観察頻度は少なかった。

(2) 巣外の活動

巣外の活動は巣材 (Fig.10), 肉団子及び液状物の採集，

僻繭後の幼虫の排泄する沢塊， 及ぴ雨滴等の投棄 (Fig.

15)及びその他（搬人物なし）に区別された (Table1)。

外役の内容は搬人物により判断したが，その他に含まれ

るものは巣外での休息，女王自封の摂食，獲物の探索等

が考えられる。

創設女王が各外役 1皿当りに費やす時間をTable3に

示した。沢塊捨て以外では巣材採集に要する時間が最も

短かく （平均 3分24秒），液状物 (l/iJ6分25秒）や肉質

物（同 7分36秒）採集の約半分であった。これは巣材の

供給源として巣の付近の一定の場所が選好され，比較的

安定しているのに対し，花蜜や肉烈物は供給源が不安定

であるため探索に多くの労力を必要とする場合が多く，

さらに肉例物の場合は狩った場所で肉団子状にまで獲物

を処理する時間が付加されることが原囚であろう。一方，

これと比較して働き蜂における 1回当りの外役時間はい

ずれの場合にも創設女王より長くなっているのが特徴で

ある。フクモンアシナガバチにおいても同様の傾向が知

られ6)27)その理由として，働き蜂の方がより多くの時間

を外役に毀やすことができるためであると考えられてい

る。つまり，創設女王が爪独の時期には巣を長時ml離れ

ることはコロニー及び女王自身の双方にとって危険度が

高いが，働き蜂の場合は巣外での探索に多くの時間をふ

り向けることが許され，その結果働き蜂の方が外役効率

は良いとしている。しかし本種の場合，梃塊捨てやオリ

ェンテーションを除く全外役に対する搬人物なしの割合

について，全観察巣を通してみると，単独常巣期の女王

で37.3% (174/466) に対して働き蜂では31.5形 (450/

1429) (Table 4) と，若干低い傾向はあったが，両者の

間に顕著な差は認められなかった。ただしコロニーに

よって働き蜂の外役効率は異なり，搬人物なしの割合で

みると巣7811では61.8形 (252/408) にも逹したが， 巣

8115ではわずか8.0形 (11/137) にとどまり裔い採集効
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Table 3. Time spent by foundress of Parapolybia indica in collecting each load. 

Pulp Flesh Liquid Dumping of mecomum Others 

! No of obs 136 17 181 4 205 

Foundress え(min)+95% S.E. 3.4土 0.5 7.6士 1.8 6.4土 0.8 0.4士0.4 8.1士 1.1

range (min) 0.9-17.3 1.8-19.9 0.9-55.0 0.2-0.7 0.1-51.4 ! No. of obs. 70 131 269 12 70 

Worker え(min)+95% S.E. 12.2士 2.7 12.8士 1.9 18.7士 l.6 I.I土0.4 12.7士 3.8
range (min) 0.8-48.6 1.1-74.0 0.5-99.2 0.4-2.7 0.3-89.9 

Table 4. Percentage of each load transported by foundress in each period and by workers in different 

colony of Parapolybia indica. 

Load Pulp Flesh Liquid No load Total Obs. time (min.) 

Foundress 

(Solitary p.) n 112 14 166 174 466 13520 
(%) (24.0) (3.0) (35.6) (37.3) 
（％）＊ (38.4) (4.8) (56.8) 

(Co-operative p.) n 30 4 19 39 92 13730 
（％） (32.6) (4.3) (20.7) (42.4) 
(%)* (56.6) (7.5) (35.8) 

Total n 142 18 185 213 558 27250 
（％） (25.4) (3.2) (33.2) (38.2) 
(%)* (41.2) (5.2) (53.6) 

Workers 

Nest No. 7811 n 33 77 45 252 408 1830 
（％） (8.1) (18.9) (11.0) (61.8) 

II 7908 n 1 4 15 11 31 930 
（％） (3.2) (12.9) (48.4) (35.5) 

II 7919 n 29 50 25 54 158 930 
（％） (18.4) (31.6) (15.8) (34.2) 

I/ 8001 n 80 119 90 73 362 2990 
（％） (22.1) (32.9) (24.9) (20.2) 

‘’ 8009 n 8 14 10 5 37 910 
（％） (21.6) (37.8) (27.0) (13.5) 

” 8102 n 21 40 193 43 296 3300 
（％） (7.1) (13.5) (64.9) (14.5) 

II 8115 n 17 20 89 11 137 2150 
（％） (12.4) (14.6) (65.0) (8.0) 

Total n 189 324 466 450 1429 13040 
（％） (I 3.2) (22.7) (32.6) (31.5) 
（％）＊ (19.3) (33.1) (47.6) 

* Except for no load 

率を示した (Table4)。 よれば羽化中のセミを襲うこともあり，オンプバッタや

本種の獲物の種類に関しては，巣内に巡ぴ込まれた肉 シャクガの幼虫を狩った例もある（松浦，未発表）。本調在

質物はすでに処理されて肉団子の状態であるため， (Fig. 地では直翅目の一種の腿節やクモの糸に引っかかった小

14)その種名を判別することは困難であった G 橋本ら5)に 昆虫（おそらく蛾）の筋肉部分をかじりとっている例を観
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察したのみで， 狩りの現場はまだ見てtいない。一般に

Polistes属のアシナガバチ類は鱗翅目幼虫の捕食性天敵

としてよく知られているので22)23', 本種もこれらを狩っ

ている可能性はある。しかし行動範囲などに関しては資

料が得られなかった。

(3) 創設女王の活動の時期変化

a. 第 I期

この時期は幼虫の孵化前の時期であるため給餌に関係

した活動はなく，比較的単純であった。また，朝夕の気

温が活動の適温に達しないため一日の活動時間は比較的

限定され， 平均して日中の観察時間の35.8形にすぎな

かった (Fig.1)。内訳は内役活動が16.396, 外役活動が

19.6形であった。守本14) もフクモンアシナガバチのこ

の時期の創設女王の行動は比較的単純で，不活発である

と述べている。

内役の内容は給餌活動以外はすぺて観察されたが，特

に顕著な活動はなく，造巣活動と営巣活動に費やした時

間はそれぞれ5.5%, 5.6形でほぽ同じであった。なお，

Jjl. 独営巣期で育房の新設が見られたのはこの時期が最も

多かった。また営巣活動は巣の点検が大部分を占めた。

1時間当りの外役回数は1.26圃で，そのうち巣材の採

集が43.19,る(22/51) を占めた。幼虫の孵化後と比較し

て全外役回数は少なかったものの，巣材の採集頻度はほ

とんど差がなかった (Fig.2)。なお， この時期は幼虫か

らの栄養の供給がないため，巣外で女王自身のための採

餌活動もかなりあるものと推定される。

b. 第 II-1,Il-2期

この時期は， 肉質物の給餌を必要とする 3~5令幼虫

の出現前の時期（第 II-1期）と，出現後の時期（第 II-

2期）とに分けた。

゜
20 40 60 80 100°/。

PERIOD I 

PERIOD ll-1 

PERIODll-2 

PERIOD皿

PERIOD N 

INTRANIDAL 圃RESTING EXTRANI DAL~PULP PELLET TRANSPORT 
ACTIVITIES 四NESTCONSTRUCTION ACTIVITIES 目LIQUIDDIET TRANSPORT 

□ NEST MAINTENANCE 囚FLESHPELLET TRANSPORT 
罪 FEEDING □OTHEHS 
日OVIPOSJTION
図 OTHERS

Fig. 1. Seasonal change of percentage of time spent for each activities by foundress of Parapo!ybia i11dica. 

Periods I-IV; See Table 2. 

NO. OF TRIPS PER HOUR 

゜
1.0 2.0 3,0 

PERIOD 

PERIOD ll-1 

PERIOD Il-2 

PERIOD 皿

PERIOD N 

胃PULP匹LLET TRNSPORT □ DUMPING OF MECONIUM 
図FLESH PELLET TRANSPORT □ OTHERS 
目LIOUIDDIET TRANSPORT 

Fig. 2. Seasonal change of no of foraging trips/hour by foundress of Parapolybia indica Periods I-IV; 
See Table 2. 
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第 II-1期における活動11炸間は全観察時間の 40.596

（内役26.4忽 外役14.196)で， 最も特徴的な点は給餌

活動の発現と常巣活動の大1111;¥な増加であった (Fig.1)が，

給餌は液状物のみにとどまっている。営巣活動の占める

時間の割合は14.3形で，第 I期 (5.6形）の約 3倍に増

加したが，ほとんどが育房内の卵や幼虫に対する点検行

動であった。このことは幼虫の孵化によって創設女王の

育児行動が解発され，孵化の有無，幼虫の発育状態及び

空腹状態などの点検を通して給餌の際の餌の内容を判断

することを示唆している。また外役頻度は 1時間当り

0.94回で，巣材，液状物（すぺて幼虫の餌）の搬人はそ

れぞれ33.3形 (13/39), 23. 196 (9/39)を占め，第 I期

と比ぺて顕著な差は見られなかった (Fig.2)。

3~5令幼虫が出現後の第 ll-2期においては活動時間

が52.9形（内役16.3飴，外役36.1形）にまで増加し (Fig.

1), 肉質物の採船と給餌が見られるようになった。 しか

し，この時期には第 II-1期と同様に造巣活動がやや低

下傾向となり， 特に育房の新設は見られなくなった。

DELEURANCE"lは， Polistesgallicusにおいては幼虫の発

育によって創設女王の造巣活動として育房墜の増翡が解

発されることを指摘しているが， 本種の場合にも第 II

期における育房増築の停滞加）と老熟幼虫の出現とは関

述があるものと考えられる。一方， この時期は全営巣期

間を通じて創設女上の活動が最も活発となり，とくに外

役活動は 1時間当り2.67回と前2期の 2~3倍に逹した。

このうち巣材採集 19.0形 (30/158), 肉質物採集 5.1形

(8/ 158), 液状物採集37.3形 (59/158) を占め， 肉質物

と液状物の採集頻度は 1時間当り 1.141D]と第 IH期の

同0.31回に比べ約 4倍の値を示した (Fig.2)。

以上のように幼虫の出現により創設女王の活動は多様

化するとともに朝夕の気温の上昇にともなって活動時間

僻が増RLIされたため全1本的に活発化している。

C. 第 III期

この時期の活動拭は45.196(内役26.3形，外役18.8形）

で，新たに営巣活動として梃塊捨ての行動が見られるよ

うになった。また繭表面への巣材塗布，唾液によるコー

ティングなども観察されるようになり，行動の種類はよ

り多様になった。時間的に見てもこの時期の内役活動は

単独営巣期では最も活発であった (Fig.1)。一方，外役

活動は第 Il-2期の約半分の時ltll欺にすぎないが，回数

では 1時間当り2.66回とほとんど同じであったため，ゃ

はり活発な外役活動が継続していると考えられる。この

うち巣材採集が21.096(47/224), 肉質物採梨が 2.7%

(6/224), 液状物採集が43.8形 (98/224), 焚塊または雨

滴捨て2.7形 (6/224) で， 幼虫の餌（肉烈物及び液状

物）の搬人頻度は 1時間当り 1.231且］と，第 II-2期とほ

ぽ同程度であった (Table.2)。

lli独営巣期を通して見た場合，創設女王の搬人物の内

成は巣材が38.4形(112/292),肉質物が4.8形(14/292),液

状物が56.8形 (166/292)(Table. 4)であったが，巣材の

搬人頻度は時期により大きな差のみられない点が特徴の

ように息われる (Fig.2)。これは DELEURANC正の指摘

するように，造巣活動が創設女王自身の持つ内的周期に

よって支配されているという説との関連を示唆している

が， 1日当りの巣材の搬人回数は 0~22回の d1があり，

さらに検討を要す課題である。また，肉質の搬人頻度が

1 El当り 0~4回と少ない点も特徴で， これは初期の働

き蜂の小型化と関連があるように老えられる。

d. 第 IV期

働き蜂羽化後のこの時期の活動批は 30.2形（内役

27.5形，外役2.7形） と全営巣期間を通じて最低で， こ

れは外役活動の極端な滅少に起因しているが，内役活動

だけについて見ると最大値を示している (Fig.1)。

内役活動の内容を見ると，産卵活動に費やす時間の割

合が他のどの時期よりも多くなっている、点が特徴の 1つ

であった。また各活動の内容を検討すると贋的に以下に

述べるような若干の変化が見られた。まず造巣活動にお

いては，創設女王の産卵活動に直接関連のある育房新設

と空室の房陸の拡張は処理した巣材数に占めるそれらの

割合でみると単独営巣期では 10.3飴(10/97)であったの

に対し， 共同‘営巣期では 37.196 (23/ 62) に増加した

(Fig. 3)。一方，卵や幼虫房の房壁の拡張や支柱の拡張な

ど， i崖卵と直接関連しない行動は90.3形 (365/404) と

ほとんどが働き蜂の仕事となっているすなわち共同営

゜
50 100'/。

二ニ 三ニ杉WA三~·~n=382
圃!NITIATION OF NEW CELLS 口ELONGATIONOF CM門vems 
口ELONGATION OF CELLS WITH □ REINFORCEMEN! OF紅 OICEL
EGG OR LARVA 

目COATING OF COCOON SURFACE 

Fig. 3. Qualitative change of nest construction per-
formed by foundrcss (A, B) in comparison with 
workers (C) in Parapolybia indica. 
A: solitary period, B・C: co-operative period. 
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巣期においては，創設女王は産卵衝動によって解発され

る労働により多くの時間を費やすようになっている。次

に育児活動では， lji独営巣期には液状物に比ぺて肉質物

の給餌が 1日当り 0~4個と非常に低頻度であったのに

対し， 共同営巣期では同 2~11個と増加し，女王自身の

行なう給餌活動の大部分を占めるようになった。しかし

創設女王の肉例物の給餌活動のうち98.0形 (96/98) の

観察例は働き蜂の搬人したものであった。この際，創設

女王は肉例物を持って帰巣した個体に積極的に近づき，

それを受け取る行動を示した。なお，働き蜂による肉例

物の搬人頻度は 1日当り平均32.8個 (4~50個） と箪独

幣巣期に比べて増大しており， 3~5令幼虫 1頭当りの

給餌頻度も単独営巣期の 1日1頭当り0.12個に対して，

共同営巣では同1.06個と約9倍に贈加したしこのような

給餌頻度の贈加によって，後に羽化する個体の大型化が

促進される 26) ものと考えられる。

一方，外役活動では創設女王と働き蜂の分業が明瞭で，

創設女王の外役回数は 1時間当り0.36[illにまで低下した。

搬人物の内訳は巣材が56.6形 (30/53), 肉質物が7.596

(4/53), 液状物が35.8形 (19/53)となり， 単独営巣期

と比較して巣材の採集が過半数を占めるようになった

(Table 4)。これに対し働き蜂全体としての外役皿数は 1

時間当り9.69回と高く，内訳は巣材が19.3形 (466/979),

肉烈物が33.196 (323/979), 液状物が47.6形 (466/979)

となり，巣材よりも肉質物や液状物等の幼虫の餌の採集

回数の多くなっている点が特徴である (Table4)。この
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ような創設女王のボ実上の外役停止は最初の働き蜂の羽

化後 1週間までには見られるようになる (Fig.4)が， コ

ロニーによってもかなり差があるように息われた。たと

えば巣8001では働き蜂の羽化後4日目までにすでに外役

を停止しているが (Fig.4), 巣7908においては創設女王

は働き蜂羽化後の 7日目の終日観察の際，第 I,Il-1期

と同程度の11回の外役を行なった。しかしそのうちの10

回は巣材の採集であり，肉質物はすでに搬人しなくなっ

ていた。以上の点から判断すれば創設女王の外役活動は

肉質物の採集の停止が最初に起こると考えられるが，同

様な傾向はアシナガバチ亜科よりもさらに社会生活の分

化が進んでいるスズメバチ類でも確認されている”位

(4) 創設女王の活動の日変化

創設女王の 1日の活動には気温が大きな影榔を及ぽす。

巣創設時の比較的低温の時期には日の出後も気温が活動

域に逹するまでは活動を停止しているのに対し，夏期の

裔温時には夜J!Jjけ前からすでに活動を開始する 33)。しか

し日没後は高温下でも活動を停止し， モンスス‘‘メバチ

Vespa crabroで知られているような日中のみでなく夜間

も外役も含めた活動を行なう例11) は見ていないので，

明らかに照度も活動の制限要因になっていると考えられ

る。

本種の創設女王における 1日の行動のリズムがコロ

ニーの発達とともにどのように変化するかを知るため，

各時期に行なった終13調在の代表例を Fig.5•A~G に

示した。第 I期 (Fig.5--A)では活動の開始時刻は迎く，

全活動のピークは午後に 1度だけ現われた。とくに外役

活動はこの傾向が顕著で， 午前中の外出は非常に少な

かった。また巣材の搬人は 1日の外役活動のピーク時に

集中し，造巣活動もこれらの時間術に多く観察された。

しかしこれ以外の活動では点検活動が見られた程度で，

全体に不活発であった。このような活動開始時刻の迎延

は明らかに気温の影靱によるもので， たとえば巣7911

(1979年5月19日）では午前8時前に 20℃ を超えるま

で巣上で静止したままであったが，以後の気温のヒ＂ーク

と活動のピークはほぽ一致していた。

第 Il--1期における活動のピークは巣内の幼虫孵化後

の日数の述うコロニーでは屎なった傾向を示した。すな

わち巣7908(1979年5月26日）では巣内の幼虫3頭はい

ずれも観察日の午後に孵化したもので，活動のピークは

第 I期とほぽ同様午後に 1度現われただけであった

(Fig. 5--B)。これに対し巣8002(1980年5月29日） では
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Fig. 5A-D. Daily activities in queen with some meteological data. 

R: Resting, E: Extranidal activities, 0: Oviposition, N: Nest construction, F: Feeding, 

tenance of nest, I: Other intraindal activities 
M: Main-

幼虫は11頭 (2令： 6頭， 1令： 5頭） いたが， 最初の

孵化後5日を経過しており，活動のヒ°ークは午前と午後

の2度現われた (Fig.5-C)。これら 2回の観察時はいず

れも早朝の気温が第 I期より高まっており， 5時台には

すでに 20℃ 前後を記録したため活動開始時刻も同時刻

前後に早まっていたが，その後両者の気温の変化に大き

な差はなかったにもかかわらず異なった活動のピークを

示した。また活動のビークはいずれも外役活動のそれと

より一致しており，幼虫の出現による外役活動の解発が

創設女王に気温よりも影榔を与えていることを示唆して

いる。これは幼虫孵化後は幼虫の餌である液状物の採集

のために外役時間帯が早まり，午前中にヒ゜ークを形成す

るとともに夕方にもそのための採集活動が活発化してい

ることによる。

第 II-2期になると午前と午後の外役活動のピークが

より明瞭となった。これは第 II-1期と同様，幼虫の餌

である肉例物及び液状物の採集がこれらの時間帯に多

かったためであるが，巣材の場合は逆に日中の他の外役

の不活発時に多かった。このため内役活動のうち育児活

動は午前と午後に活発化し，造巣活動は日中に活発とな
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Fig. 5E-G. Daily activities in queen with some meteological data. 

る傾向が顕著となっている (Fig.5-D)。なお巣7911にお

ける調在時 (1979年6月1I~) の気温は早朝. B中共に

第 II-1期と比較して顕著な差はなかったが，営巣場所

に太陽光のまださし込まない4時台の薄暗い時刻にすで

に活動を開始していた。

第 III期にも第 II-2期と同様の外役活動のパクーン

を示したが， 2つの活動のピークは一屑鮮ljfjになる一方，

H中の気温が 30°cを超えた時間帯にはほとんど外役を

行なわなくなった (Fig.5壬E)。この休止が高温による障

害なのか，創設女王の内的リズムによる外役の不活発な

時期にあたっていたのかは明らかでない。いずれにせよ，

この時期には日中の高温時に活発が全体に不活発となる

傾向が見られた。また単独嘗巣期には高温時においても

他の Polistes属のアシナガバチ類に見られるように巣の

冷却水を巡ぷ行動はほとんど観察されなかったが，これ

は本種が直射光の当たらない林床付近に営巣するため巣

温の屎常な上昇は起こりにくいことによるものと考えら

れる。

第 IV期に人ると前述のように創設女王は外役をほと

んど行なわなくなるため活動のピークは不明瞭となった。

しかし活動開始時刻は最も早く，午前4時半頃のまだ照

度が0の時すでに動き出した。この時期のごく初期には

日中の静止時間は比較的少なかったが (Fig.5-F), 日数

が経過後はしだいに増加し後にはほとんどの時間を巣内
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で過ごすようになった (Fig.5-G)。

コアシナガバチでは単独営巣期における 1日の造巣活

動及び育児活動のピークの現われ方が本種と若干暴なっ

ている。すなわち，幼虫孵化前には日中に 1つのピーク

を示した造巣活動が幼虫の孵化にともなって育児活動に

骰き換えられ，造巣活動は午前と午後の 2つのピークに

移行するという 33)。これに対し本種の場合，造巣活動は

単独営巣期を通しておおむね日中に 1つのピークを持ち

育児活動の出現による影態は見られなかった。しかしこ

れが種間の相述を示すものかは明らかでない。

2. 働き蜂の活動

(1) 働き蜂の活動のH変化

働き蜂の活動に関しては外役と主要な内役である造巣

活動と育児活動についてのみ調在した。 Fig.6に各時間

帯における働き蜂の主要な内役及び外役の頻度を示した。

巣7908(1979年7月7日）では働き蜂の羽化後 1週間を

4 5 6 7 8 910111213141516171819 H 
□ fREOUE心 Of印 LP匹LLETTRANSPORT .... FREQ. OF NEST CO>IST. 
皿fREOOF FLESH PELLE! 10いSPORT .... FR8l. OF FEEDING 

Fig. 6, Hourly change of nest construction and feeding 

by workers of Parapolybia indica. 

経過していたが， 5頭の働き蜂のうち外役を行なったの

は2頭だけで，これらの個体の 1日の活動にIリ］瞭なピー

クは認められなかった。しかし働き蜂の活動が活発化し

ていた同時期の他のコロニーでの観察によれば，肉賀物

の搬人及び給餌は午前と午後に比較的明瞭なヒ゜ークが見

られた。これに対し巣材の搬人及び造巣活動は特に顕著

なピークはなく， 1日を通して見られ， 夕刻の19時過ぎ

まで続いている例もあった。

また，肉質物搬人及び給餌の頻度に関しては単独営巣

期と同様に午前と午後の 2つのピークが現われている。

この活動はおそらく成虫が幼虫を点検した際に幼虫から

の食物要求の伯号を受け取ることによって解発されるも

のと息われるが，このピークの発現する要因は明らかで

なしヽ。

(2) 搬人物の時期的変化

森林生態系における高次捕食者としての本種の捕食能

力を評価するため，最初の働き蜂羽化後から創設女王が

死亡するまで， 10日ごとに 1時間当たりの肉質物の搬人

数として Figs.7~9に示した。なお，巣材及び幼虫と

成虫の餌としての液状物の搬人数もあわせて示した。こ

こに示した 3例（巣8001, 8102, 8115)の場合は各搬人

物の採集頻度にかなりの差が見られた。すなわち巣8001

ではシーズンを通しての肉賀物搬人頻度は 1時間当り

2.39回であったのが，他の 2巣では巣8102が同0.76回，

巣8115では同0.59回と1/3~1/4にとどまっている。一方，

液状物の搬人頻度をみると巣8001では 1時間当り 1.81回

であるが，巣8102では3.78回，巣8115では2.54回と，後

2巣の方が明らかに多くなっている。巣8115は観察の途

中で，巣を他所に再建した後放棄されたコロニーのため

他巣との比較は単純にはできないが，巣8001と巣8102に

おける幼虫数は最高時でいずれも60頭前後と， コロニー

サイズに顕著な差は見られなかった。この2コロニーは

屎なる年に近接した場所に営巣したため，年による餌条

件の述いを反映している可能性もあるが， コロニー間の

採餌能力の差についてはさらに多くの例を検討する必要

があろう。

また肉賎物に関してはいずれの場合も最初の働き蜂の

羽化後10~20日の間で搬人の頻度は高まった (Figs.7~ 

9)が，この時期は前報26) で述べたコロニーの急激な発

逹期である 7月上～中旬にあたっている。しかしその後

の10日間はむしろ肉質物よりも液状物の搬人が増加して

いる。このことはコロニー内の給餌対象が幼虫中心から
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成虫へと切り換えられた可能性を示唆している。しかし

幼虫数は前より増加しているため (Figs.7~9), 搬人物

の質的転換の直接原因は明らかでない。その後も肉質物

の搬人頻度は回復傾向を示さないまま，多くのコロニー

で8月上旬には発達のピークを過ぎていることから，こ

の時期には調在地の個体群の場合，すでに幼虫に対する

給餌活動が衰え始めていると推定される。フタモンアシ

ナガバチでは 7月下旬から 8月上旬に肉質物の搬人は急

激な増加を示すが22) これと比較した場合， 本種の育児

活動の停止は明らかに早くなっており， 前報％）で述べ

た生活史の短縮化の影靱が現われている。

3. 創設女王と働き蜂間の分業に関する考察

ホソアシナガバチは温帯産のアシナガバチ亜科に／属す

る多くの種と同じように受精した 1頭の創設女王がコロ

ニーを創設する単雌創設種である 24)。創設女王は単独の

営巣期間中は巣の内外のあらゆる仕事を行なうが，働き

蜂の羽化後は両カースト間に分業が形成され，それとと

もにコロニーは発達期を迎える。

アシナガバチ亜科に属する種は一般に形態学的には女

王と働き蜂の1り］のカーストは未分化であるが，分業に関

してはさまざまな段階が知られている。とくに外役活動

についてみると， Polistes属のヤマトアシナガバチや七

グロアシナガバチでは創設女王は働き蜂の羽化後も営巣

末期まで外役に参加し，造巣材料，肉賀物及び冷房用の

水の採集を続け，同時に大部分の内役活動も行なう 1')0

一方，フクモンアシナガバチ＂りコアシナガバチ "l,南

米の P.fuscatus, P. canadensis31lや Mischocyttarusdrew-

seni0l等では働き蜂の羽化後は創設女王の外役活動のう

ち肉質物の採集は速やかに停止するが，巣材の採集だけ

は頻度を減じつつも迎くまで続けられる。また， Polistes

hunteriのように巣材採集も働き蜂が行ない， 創設女王

は働き蜂の搬人した巣材を用いて育房新設などの造巣活

動を行なう 16) というやや分業化の進んでいる種も見ら

れる。ホソアシナガバチの場合，創設女王の外役活動の

うち，巣材採集を除く他の活動は働き蜂の羽化後約 1週

間で事実上停止したが (Fig.4), 巣材の採集に関しては

その後も低頻度ながら見られ，働き蜂羽化後 1ヶ月以上

経過したコロニーで創設女王の巣材採集が観察された例

もあった。働き蜂羽化後の創設女王の搬人物のうち巣材

は56.6形 (30/53) を占めていたのに対し働き蜂では

19.3形 (189/978)にすぎなかった (Table4)が，この
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ような創設女王の搬人物が巣材に偏る傾向は Polistes

fuscatus, P. canadensis,'1'Mischocyttarus drewseni''等

でも観察されている。

働き蜂の羽化にともなう創設女王の内役活動について

みると，造巣活動では，育房の新設や空室の拡張など産

卵行動に関係している行動が引き続いて行なわれており，

働き蜂が主として育房墜の拡張を行なっているのと対照

をなしている (Fig. 3)。 これは創設女王が内的要因に

よって解発される産卵衝動→育房新設という述鎖関係に

支配され，働き蜂の羽化後においても行動面で可塑性を

保有するに至らないことを示しており，アシナガバチ亜

科のカースト fl:l]の分業の未分化な一而を現している“似

WEST-EDERHARD31l は創設女王の行なう育房新設の割

合が Polistesfi1scatusで78.6形 (22/28), P. canadensis 

で88.596 (23/26)に逹することを報告し， Polistes属の

創設女王に見られる行動上の特徴の一つであると指摘し

ている。また， Miscfwcyttarusdrewseniでも働き蜂によ

る育房新設は創設女王に比ぺて少なくなっている 9)。 こ

れに対してホソアシナガバチの場合，創設女王の行なう

育房創設の頻度は55.0形 (11/20) にとどまり， 一方，

創設女王の生存しているコロニーではフクモンアシナガ

バチやトガリフクモンアシナガバチで普通に見られる働

き蜂の産卵現象17)34) はまったく見られなかったので，

ホソアシナガバチの場合には働き蜂が産卵術動をともな

わずに育房創設を行なう能力を獲得しているものと考え

られる。このような習性はアシナガバチ亜科の中でも台

湾の ParapolybiaI属，東南アジアの Ropalidia属，南米

の Polybia・J属等，大型のコロニーサイズを持つ種類で知

られている"¥

アシナガバチ亜科に比べ明瞭なカースト分化を持つ

スズメバチ亜科に属する Dolichovespula,Vespula 及

ぴ Vespaの 3属ではカースト間の分業はより Iリ］瞭で，

働き蜂の羽化と共に創設女王は次第に外役を行なわな

くなり， 内役も産卵に限られてくることが知られてい

る1)2)3)1J2s)ao)。 Matsuura15' によればモンスズメバチ

Vespa crabro におけるその過程は次のようになってい

る。すなわち， 創設女王は働き蜂の羽化後， 1)頻度を

減じつつ約 3週間の外役継続， 2) この間の造巣活動は，

育房の新設→自ら巣外より採集した巣材による房壁の伸

長→巣外で集めた巣材による厨整の伸長→働き蜂が造っ

たばかりの房墜の再加工の順で停止， 3)外役停止後も

幼虫への餌の分配は時々行なうが産卵以外の内役はほぽ

停止する。一方， 日本産のスズメバチ亜科の中でアシナ

ガバチ亜科と同程度のコロニーサイズを持つヒメスズメ

バチ12)の場合， 創設女王は働き蜂の羽化後も引き続い

てあらゆる巣の内外の仕事に従事する15) が， 育房の新

設のほとんどすぺては働き蜂によってなされる（松浦，

未発表）。 このことはスズメバチ亜科においてもコロ

ニーサイズの大小によってカーストIUJの分業の程度が展

なることを示唆しているが，アシナガバチ亜科に見られ

た創設女王による育房の新設現象はヒメスズメバチのよ

うにスズメバチ亜科巾最小のコロニーサイズを持つ種で

も消失し，アシナガバチ亜科に比ぺ行動の可塑性が進ん

でいる点は注目すべきである。

以上の点からホソアシナガバチは働き蜂の羽化後にお

いても産卵行動に関与する巣材の採集及び育房の新設に

関しては創設女王の主たる役割を果たしており，これは

Polistes屈や Mischocyttarus}, 総等の他のアシナガバチ亜

科に属する種と共に，創設女王の行動の可塑性が系統的

に未分化な点を残していることを示唆している。また，

本種の創設女王は，働き蜂の羽化後は巣材の採集以外の

巣外活動は働き蜂に転嫁しているが，内役活動は頻度を

減じつつも継続しており， PolistesJ屈や Misclwcyttarus

属等の同亜科の小規模なコロニーサイズを持つ種で既に

報告されている例と同じ傾向を示した。このような創設

女王の行動における産卵以外の仕iJJ'.への参加は，スズメ

バチ亜科でも大規模なコロニーサイズを持つ種で，働き

蜂の個体数の少ない「共同党巣期」の段階や， もともと

小規模なコロニーサイズを持つヒメスズ｀メバチの全営巣

期間を通じて見られる行動上の特性となっているので見

カースト 1111の分業の発達程度は系統的な位骰とともに，

種レベル及びコロニーの発達過程におけるコロニーサイ

ズ＇と関連を持っているものと考えられる。

摘 要

ホソアシナガバチ Parapolybiaindica SAUSSUREのコ

ロニー内における分業について1976~1981年の6年間に

わたって野外条件下で調在を行なった。本報では創設女

王の単独営巣期と働き蜂の羽化後の行動について日周活

動を煎点に観察を行ない， コロニーの発達にともなう者

の分業の形成過程を明らかにした。

1. 創設女王は働き蜂の羽化後においても唯一の産卵

個体であった。働き蜂による産卵行動は創設女王を亡失
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した条件下のコロニーにおいてのみ観察された。

2. 創設女王の外役回数は幼虫の孵化前の 1.26回1時

fillから孵化後は2.67回／時間に増加したが， 働き蜂の羽

化後は0.36回／時間と大巾に減少した。

3. 創設女王は働き蜂の羽化後も育厨の新設，巣材の

採集及び幼虫への給餌を続けた。しかし，他の外役行動

はほとんど見られなくなり，巣内で過す時間が多くなっ

た。

4. 働き蜂は食物採集と巣材採集を行ない，幼虫や成

虫への給餌を行なった。

5. 創設女王と働き蜂の間に分業が形成されるととも

にコロニーは怠辿な発逹期を迎え，これは雄と新女王が

羽化するまで続いた。

6. 営巣末期においては働き蜂の外役活動は仮白質性

食物から炭水化物性食物の採集へと変化したが，これは

挫育対象を幼虫から雄と新女王の成虫へ転換したためで

ある。
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Summary 

Biosociological studies on Parapo!ybia indica SAUSSURE have been carried out by the authors in Kawakita, Tsu, 

Mie Pref., southern Japan since 1976. Based upon the continuous observation with 11 nests, accounts are given on 

the behaviour and its change in the foundress and worker wasps with special reference to the appearance of poly-

ethism between foundress and workers after the appearance of the latter. 

1) Various activities in foundresses and workers arc conveniently classified from the functional point of view as 

shown in Table l. 

2) The foundress was always the sole egg-layer among the females of a colony. Egg-laying by workers was 

observed only under the condition of disappearance of the foundress. 

3) The number of foraging trips by foundresses increased from I .26 trips/hour to 2.67 trips/hour before and after 

hatching of the larvae. Then trips extremely decreased to 0.36 trips/hour after the emergence of workers. 

4) After the emergence of workers the foundresscs continued to intiatc cells, forage for nest materials and feed 

larvae, though they stopped almost entirely to forage for food and spent more time on the nest. 

5) Worders foraged for food and ncst materials, and distributed food to larvac and nest mates. 

6) With the attainment of the division of labour between foundress and workers, the colony underwent a rapid 

increase in population size. This expansive stage lasted until the time when sexuals emerged. 

7) In later stage of nesting, foraging activity of workers changed principally from seeking protein food to carbo岬

hydrates such as tree sap to feed the adults of sexuals. 
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Fig. JO. Foundress of Parapolybia indica collecting plant hairs from a young leaf of Neolitsea sericea. 

Fig. 11. Foundress coating nest materials on the pedicel of the nest. 

Fig. l 2. Foundress elongating a peripheral cell. 

Fig. 13. Ovipositing position of foundress. 
Fig. 14. Foundress malaxating prey on the comb. 

Fig. 15. Worker abandoning a drop of water. 




